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市
橋
文
庫
蔵
『
弥
生
日
記
』
訳
注
（
五
）

愛
知
県
立
大
学
稀
書
の
会

　

本
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
市
橋
文
庫
に
は
、
岡
崎
の
俳
人
鶴
田
卓
池
と
刈
谷
の
俳
人
中
島
秋
挙
が
編
纂
し
た
『
弥
生
日
記
』
の
刊
本
を
蔵

す
る
。
稀
書
の
会
で
は
、
地
域
の
文
化
及
び
文
化
交
流
史
の
考
究
・
紹
介
を
目
的
と
し
て
、
本
学
が
豊
富
に
蔵
す
る
古
俳
書
資
料
の
う
ち
か

ら
、
こ
の
『
弥
生
日
記
』
を
選
び
、
そ
の
読
解
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
年
度
の
紀
要
原
稿
は
、
卓
池
・
秋
挙
の
弟
子
た
ち
の
来
訪
と
そ
の

携
え
て
き
た
発
句
を
記
述
し
た
箇
所
を
と
り
あ
げ
た
。
伊
藤
伸
江
が
担
当
し
た
句
を
、
輪
読
に
よ
る
討
議
を
経
て
、
年
報
用
に
成
稿
し
た
。

【
凡
例
】

一
、
底
本
は
文
政
七
年
五
月
名
古
屋
久
兵
衛
版
『
弥
生
日
記
』
愛
知
県
立
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
市
橋
文
庫
蔵
（IC

H
I

・
142
）
本
で
あ
る
。

一
、
翻
字
本
文
は
、
文
政
七
年
版
を
忠
実
に
翻
刻
し
た
。
本
文
掲
出
に
あ
た
っ
て
は
、【
翻
刻
】
に
本
稿
で
扱
う
箇
所
を
一
括
掲
出
し
、【
本

文
】
に
、
次
項
に
記
す
よ
う
な
改
訂
を
加
え
作
成
し
た
本
文
を
記
し
、【
注
釈
】
部
分
に
は
、
注
釈
の
便
を
考
慮
し
て
適
宜
分
割
し
た

形
で
と
り
あ
げ
た
。

一
、
注
釈
本
文
は
、
読
解
の
便
を
は
か
る
た
め
、
底
本
を
歴
史
的
仮
名
遣
い
表
記
に
改
め
、
必
要
に
応
じ
て
濁
点
を
付
し
、
句
読
点
、
送
り

仮
名
を
補
っ
た
。
翻
字
本
文
を
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。
原
文
の
表
記
の
誤
り
か
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
は
改
め
、
あ
て
字
、
異
体
字
、
送
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り
仮
名
は
標
準
的
な
表
記
に
直
し
て
示
し
た
。
漢
字
表
記
が
自
然
で
あ
る
語
句
に
関
し
て
は
、
全
体
の
統
一
を
考
え
て
漢
字
に
直
し
、

難
読
語
句
に
は
、
校
注
者
が
（　

）
書
き
で
振
り
仮
名
を
付
し
、
踊
り
字
は
す
べ
て
開
い
た
。

一
、
注
釈
本
文
の
各
句
に
は
、
便
宜
上
、
校
注
者
に
よ
る
通
し
番
号
を
付
し
、
前
句
を
添
え
た
。

一
、
訳
注
に
お
い
て
は
、【
本
文
】、【
季
・
季
語
】、【
作
者
】、【
語
釈
】、【
現
代
語
訳
】
の
項
目
を
設
け
、
必
要
な
場
合
に
は
【
考
察
】
の

項
目
も
設
け
た
。

一
、【
語
釈
】
に
あ
げ
た
和
歌
、
連
歌
、
俳
諧
な
ど
の
引
用
は
、
後
述
引
用
文
献
に
依
る
。
読
解
に
有
効
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
先
例

の
み
な
ら
ず
後
代
の
作
品
も
例
示
す
る
場
合
が
あ
る
。
引
用
に
あ
た
っ
て
は
私
に
濁
点
を
付
し
、
片
仮
名
な
ど
読
解
に
不
便
な
文
字
は

必
要
に
応
じ
平
仮
名
に
改
め
た
。

【
翻
刻
】

　
　
　
　

蘭
所
游
鳧
よ
り
消
息

あ
た
り
に
は
人
影
も
な
し
花
に
鑓 

霞
石

帆
祝
ひ
の
酒
く
み
こ
ほ
す
春
日
か
な 
游
鳧

雛
の
客
ひ
ゝ
な
ほ
と
来
て
並
ひ
け
り 
欽
哉

年
々
や
花
の
老
木
の
出
来
ふ
出
来 

北
泉

春
の
雨
朝
湯
し
ら
せ
て
き
た
り
け
り 

蘭
所

　
　

七
日
の
日
は
あ
る
し
の
か
た
に
仏
事

　
　

あ
り
て
も
の
毎
そ
ゝ
ろ
な
り
け
れ
は

　
　

此
日
は
花
園
山
の
花
に
う
そ
ふ
き

　
　

あ
た
り
近
き
寺
院
の
花
に
あ
そ
ひ
く
ら
し
ぬ
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十
日

　
　

巣
李
吉
田
の
人
々
を
伴
ひ
来
た
る

　
　

途
中
の
吟

　
　
　
　

青
木
川

は
る
の
鴈
た
て
は
か
へ
る
と
思
ひ
け
り 

三
岳

　
　
　
　

真
福
寺

人
に
つ
い
て
鴉
も
来
し
や
花
の
奥 

石
菜

【
本
文
】

　
　
　
　

蘭
所
游
鳧
よ
り
消
息

あ
た
り
に
は
人
影
も
な
し
花
に
鑓
（
や
り
） 

霞
石

帆
祝
ひ
の
酒
く
み
こ
ぼ
す
春
日
か
な 

游
鳧

雛
の
客
ひ
ゝ
な
ほ
ど
来
て
並
び
け
り 

欽
哉

年
々
や
花
の
老
木
の
出
来
不
出
来 
北
泉

春
の
雨
朝
湯
し
ら
せ
て
き
た
り
け
り 
蘭
所

　
　

七
日
の
日
は
、
あ
る
じ
の
か
た
に
仏
事

　
　

あ
り
て
、
も
の
毎
（
ご
と
に
）そ

ぞ
ろ
な
り
け
れ
ば
、

　
　

此
日
は
花
園
山
の
花
に
う
そ
ぶ
き
、

　
　

あ
た
り
近
き
寺
院
の
花
に
あ
そ
び
く
ら
し
ぬ
。

　
　

十
日

　
　

巣
李
、
吉
田
の
人
々
を
伴
ひ
来
た
る
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途
中
の
吟

　
　
　
　

青
木
川

春
の
鴈
立
て
ば
帰
る
と
思
ひ
け
り 

三
岳

　
　
　
　

真
福
寺

人
に
つ
い
て
鴉
も
来
し
や
花
の
奥 

石
菜

【
注
釈
】

蘭
所
游い
う

鳧ふ

よ
り
消
息

●
蘭
所
…
足
助
在
住
の
俳
人
。
天
明
六
年

1789
〜
元
治
元
年

1864
。
足
助
田
町
・
油
屋
小
出
権
右
衛
門
。
卓
池
の
『
諸
国
人
名
録
』
B
本
に
は
「
蘭

所　

同
（
稿
者
注
「
足
助
」
を
さ
す
）
田
町　

小
出
才
兵
衛
」
と
あ
る
。

●
游い
う

鳧ふ

…
足
助
・
宮
川
与
一
右
衛
門
（
足
助
陣
屋
の
武
士
）。
足
助
陣
屋
は
、旗
本
本
多
氏
の
陣
屋
。
卓
池
の
『
諸
国
人
名
録
』
B
本
に
は
「
游

鳧　

同
（
稿
者
注
「
足
助
田
町
」
を
さ
す
）
宮
川
与
市
右
エ
門
」
と
あ
る
。

【
現
代
語
訳
】
蘭
所
・
游
鳧
よ
り
手
紙
（
が
あ
る
）。

【
考
察
】
板
倉
塞
馬
が
、
今
回
取
り
上
げ
た
『
弥
生
日
記
』
の
、
直
前
の
箇
所
に
出
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
は
足
助
俳
人
グ
ル
ー
プ
か
ら
の

来
訪
、
手
紙
と
そ
の
中
に
書
い
て
あ
る
句
と
な
っ
て
い
る
。
足
助
に
は
大
庄
屋
小
出
家
が
あ
り
、
お
茶
や
俳
諧
な
ど
の
文
化
活
動
を
行
っ
て

い
た
。
例
え
ば
、
嘉
永
六
年
正
月
の
「
三
河
国
加
茂
郡
囲
碁
見
立
番
付
」
で
は
、
行
司
が
足
助
の
宮
川
游い
う

鳧ふ

で
あ
り
、
東
の
前
頭
に
足
助
の

一
庵
塞
馬
、
小
出
権
右
衛
門
（
蘭
所
）
が
見
え
、
囲
碁
も
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（『
愛
知
県
史　

資
料
編
20
学
芸
』（
平
成
24
）
所

収
資
料
831
）。
小
出
家
は
、
こ
う
し
た
文
化
活
動
の
た
め
に
書
籍
の
購
入
を
し
た
り
、
作
品
の
出
版
を
計
画
し
た
り
し
て
お
り
、
名
古
屋
か

ら
永
楽
屋
東
四
郎
な
ど
の
書
肆
が
足
助
に
出
向
い
て
営
業
し
て
い
る
。

　

足
助
俳
人
た
ち
と
卓
池
、秋
挙
は
関
係
が
非
常
に
深
く
、秋
挙
は
し
ば
し
ば
、塞
馬
と
蘭
所
に
書
簡
を
送
っ
て
い
る
し（『
板
倉
塞
馬
全
集
』）、
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秋
挙
は
足
助
社
中
の
俳
人
と
旅
行
も
多
く
し
て
い
る
。
卓
池
も
多
く
足
助
を
訪
れ
、
秋
挙
と
共
に
塞
馬
の
元
に
滞
在
し
た
。

あ
た
り
に
は
人
影
も
な
し
花
に
鑓
（
や
り
）

 

霞
石

【
季
・
季
語
】
春
（
花
）

【
作
者
】
霞か

石せ
き

…
足
助
・
鷹
見
氏
。
蘭
所
、
游
鳧
、
霞
石
ら
は
、
中
島
秋
挙
の
弟
子
。
例
え
ば
文
化
十
一
年
十
一
月
十
九
日
に
は
、
秋
挙
を

迎
え
、
彼
ら
を
含
め
七
人
で
歌
仙
「
川
音
に
」（
発
句
「
川
音
に
声
は
ま
ぎ
れ
ぬ
千
鳥
哉
」
秋
挙
）
を
巻
い
て
い
る
。

【
語
釈
】
●
あ
た
り
に
は
…
周
辺
に
は
。「
あ
た
り
に
は
な
い
風
を
見
る
柳
哉
」（
渭
江
話
・
柳
・
桃
国
・
943
）。
●
人
影
も
な
し
…
人
の
姿

も
見
え
な
い
。
周
囲
が
静
か
で
穏
や
か
な
こ
と
を
表
す
。「
今
朝
の
若
菜
人
影
も
な
し
野
は
入
り
日
」（
杉
風
句
集
・
422
）。
●
鑓
…
細
長
い

剣
を
長
柄
の
先
端
に
つ
け
て
突
き
出
す
武
器
。『
毛
吹
草
』
に
は
「
一
連
歌
に
不
云
出
物
、
俳
諧
之
一
座
に
只
一
也
。
但
品
替
り
て
は
又
有

べ
し
。
其
類
少
々
、
…
鑓
一
や
り
梅
・
や
り
か
ん
な
等
之
内
に
又
一
」
と
あ
る
。『
俳
諧
類
船
集
』
に
は
、「
鑓　

梅
、
…
鉋
、
戸
、
番
所
…
」
と

あ
る
。
白
梅
の
一
品
種
「
鑓や
り

梅う
め

」
を
詠
む
句
は
よ
く
見
ら
れ
る
が
、
花
に
配
す
る
の
は
珍
し
い
。
足
助
に
は
旗
本
本
多
氏
の
陣
屋
が
あ
り
、

鑓
持
ち
の
姿
も
多
く
見
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
眼
前
の
景
を
素
直
に
詠
ん
だ
か
。

【
現
代
語
訳
】
あ
た
り
は
静
か
で
人
の
姿
も
見
え
な
い
。
美
し
く
咲
く
桜
の
花
に
鑓
だ
け
が
置
い
て
あ
っ
て
。

帆
祝
ひ
の
酒
く
み
こ
ぼ
す
春
日
か
な 

游
鳧

【
季
・
季
語
】
春
（
春
日
）

【
作
者
】
游
鳧

【
語
釈
】
●
帆
祝
ひ
…
旅
立
ち
の
祝
い
を
さ
す
か
。「
帆
祝
ひ
や
か
な
ら
ず
事ご
と

に
夕
し
ぐ
れ
」（
き
ら
く
集
・
冬
428
・
塞
馬
）。『
き
ら
く
集
』
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は
塞
馬
の
自
撰
自
句
集
で
、文
久
三
年

1863
頃
の
作
成
か
と
さ
れ
て
い
る
（
深
津
三
郎
氏
作
成
の
塞
馬
年
譜
（『
続
板
倉
塞
馬
全
集
』）
に
よ
る
）。

後
に
塞
馬
も
詠
む
句
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
足
助
で
は
よ
く
使
わ
れ
た
語
か
。
●
く
み
こ
ぼ
す
…
水
な
ど
を
汲
ん
で
あ
ふ
れ
さ
せ
る
。「
鞠

箱
の
う
へ
露
ぞ
を
く
な
る
／
ぬ
れ
え
ん
に
汲
こ
ぼ
し
け
り
鉢
の
水
」（
信
徳
十
百
韻
・
364
／
365
）。「
門
井
戸
の
泉
涼
し
う
汲
こ
ぼ
し
／
晦
日

あ
ら
た
に
白
き
幣
み
て
ぐ
ら」（
七
柏
集
・

1887
／

1888
）。

【
現
代
語
訳
】
旅
立
ち
の
祝
宴
の
酒
を
お
し
げ
も
な
く
な
み
な
み
と
汲
ん
で
溢
れ
さ
せ
て
い
る
、
こ
の
う
ら
ら
か
な
春
の
一
日
で
あ
る
こ
と
だ
。

雛
の
客
ひ
ゝ
な
ほ
ど
来
て
並
び
け
り 

欽
哉

【
季
・
季
語
】
春
（
雛
）

【
作
者
】
欽き
ん

哉さ
い

…
？
〜
文
久
三
年

1863
。
足
助
新
町
・
藤
井
宗
十
郎
。「
同
（
稿
者
注　

足
助
）
新
町　

藤
井
宗
十
郎
」（『
諸
国
人
名
録
』
B
本
）。

文
政
か
ら
嘉
永
年
間
に
か
け
て
足
助
俳
諧
資
料
に
多
く
登
場
す
る
。

【
語
釈
】
●
雛
の
客
…
三
月
三
日
に
雛
飾
り
を
見
に
来
た
客
。「
喰く
ひ

も
の
で
釣つ
つ

て
遊
ぶ
や
ひ
な
の
客
」（
続
有
磯
海
・
三
月
三
日
・
范
孚
）。

●
雛ひ
ひ
な…
雛
人
形
。
雛
飾
り
。
俳
諧
に
雛
の
句
は
多
い
。「
鬼
の
子
に
餅
を
居す
う

る
も
ひ
ゐ（
ひ
）な
か
な
」（
炭
俵
・
み
の
如
行
・
279
）。「
黛
の
は
げ
て

め
で
た
き
雛
か
な
」（
青
々
処
句
集
・
78
）。「
風
呂
敷
に
つ
つ
む
山
家
の
雛ひ
ひ
なか
な
」（
塞
馬
自
句
書
留
（
弘
化
三
年
））、「
見
か
け
に
は
似
ぬ

雛
も
あ
り
木
賃
宿
」「
雛
立
て
や
れ
壁
か
く
す
山
家
か
な
」（
塞
馬
自
句
書
留
（
嘉
永
三
年
）
な
ど
。

【
現
代
語
訳
】
雛
飾
り
を
見
に
き
た
客
が
、
ち
ょ
う
ど
雛
の
人
数
く
ら
い
や
っ
て
き
て
、
に
ぎ
や
か
に
並
ん
で
い
る
こ
と
だ
よ
。

年
々
や
花
の
老
木
の
出
来
不
出
来 

北
泉

【
季
・
季
語
】
春
（
花
）
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【
作
者
】
北
泉
…
足
助
・
山
田
泰
淳
（『
諸
国
人
名
録
』
B
本
）。
文
政
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
一
枚
刷
に
「
草
臥
や
わ
る
い
宿
と
る
山
の
雪
」

と
い
う
句
が
見
え
、卓
池
刊
の
『
す
き
ぞ
め
集
』
三
つ
物
に
「
陽
炎
に
大
き
な
的
の
か
か
り
け
り
」
と
い
う
句
が
あ
る
（『
板
倉
塞
馬
全
集
』）。

【
語
釈
】
●
年
々
…
毎
年
毎
年
。「
年
々
に
花
の
見
や
う
の
か
は
り
け
り
」（
枇
杷
園
句
集
・
木
母
寺
・
61
）。「
年
ど
し
や
梅
に
眼
ば
る
角
大

師
」（
花
鳥
楽
・
塞
馬
）。
●
花
の
老
木
…
長
年
立
ち
、
年
輪
を
重
ね
た
桜
の
木
。「
故
郷
や
花
の
老
木
に
し
ら
る
ら
ん
」（
雲
玉
和
歌
集
（
松

平
文
庫
本
）・
秀
逸
体
・
4
）。
●
出
来
不
出
来
…
仕
上
が
り
具
合
の
良
し
悪
し
。「
見
わ
た
せ
ば
出
来
不
出
来
あ
る
か
が
し
哉
」（
其
袋
・
案か

山が

子し

・
呂
洞
・
562
）。

【
現
代
語
訳
】
毎
年
ご
と
の
状
態
に
よ
っ
て
な
の
か
な
あ
。
桜
の
老
木
は
花
が
見
事
に
咲
く
年
と
そ
う
で
な
い
年
が
あ
る
こ
と
だ
。

春
の
雨
朝
湯
し
ら
せ
て
き
た
り
け
り 

蘭
所

【
季
・
季
語
】
春
（
春
の
雨
）

【
作
者
】
蘭
所

【
語
釈
】
●
春
の
雨
…
春
雨
。
静
か
に
降
り
、
植
物
の
芽
吹
き
や
桜
の
開
花
を
う
な
が
す
。「
〜
又
木
の
芽
春
雨
打
そ
そ
ぐ
比
に
は
、
今
幾

日
あ
り
て
か
咲
出
る
を
も
見
ん
と
待
つ
折
し
も
、や
う
や
う
梢
の
杳
に
色
め
く
を
見
て
は
一
花
開
く
れ
ば
天
下
の
春
と
ぞ
し
り
、〜
明
ぼ
の
ゝ

空
か
き
曇
り
雨
そ
ぼ
ふ
る
に
、
濡
ゝ
と
も
お
な
じ
く
ば
花
の
蔭
に
や
ど
ら
ん
事
を
思
ひ
、
〜
」（『
至
宝
抄
』）。「
竹
馬
の
あ
と
ふ
り
け
し
ぬ

春
の
雨
」（
青
々
処
句
集
・
春
・
43
）。「
居
風
呂
に
肱か
ひ
なう

か
し
て
は
る
の
雨
」（
鳳
朗
発
句
集
・
春
雨
・
71
）。
●
朝
湯
…
朝
に
わ
か
す
風
呂
。

朝
風
呂
。
前
項
の
参
考
句
の
よ
う
に
、
春
の
雨
と
居す
え

風
呂
の
入
浴
を
合
わ
せ
た
句
が
、
卓
池
同
様
、
天
保
時
代
に
評
価
の
高
い
鳳
朗
に
見
ら

れ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
蘭
所
の
句
も
、
煙
る
よ
う
に
降
る
春
雨
と
、
明
る
い
朝
に
、
湯
気
の
の
ぼ
る
朝
湯
の
イ
メ
ー
ジ
と
を
重
ね

合
わ
せ
て
詠
ん
だ
も
の
か
。「
朝
湯
か
ら
春
の
匂
ひ
や
き
そ
始
」（
鶏
は
羽
に
（
寛
保
四
年
歳
旦
帳
よ
り
）・
条
風
・
7
）。「
一
は
づ
み
す
る

も
朝
湯
と
新
酒
哉
」（
志
多
良
・
一
瓢
・
585
）。
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【
現
代
語
訳
】
春
雨
が
降
る
今
日
、
ち
ょ
う
ど
朝
湯
が
わ
い
た
と
知
ら
せ
て
き
た
こ
と
だ
よ
。

七
日
の
日
は
あ
る
じ
の
か
た
に
仏
事
あ
り
て
、
も
の
毎
（
ご
と
に
）そ
ぞ
ろ
な
り
け
れ
ば
、
此
日
は
花
園
山
の
花
に
う
そ
ぶ
き
、
あ
た
り
近
き
寺
院
の
花

に
あ
そ
び
く
ら
し
ぬ
。

【
語
釈
】
●
あ
る
じ
…
卓
池
・
秋
挙
を
滞
在
さ
せ
て
く
れ
て
い
る
弟
子
筋
の
人
間
。
詳
細
は
不
明
。
●
う
そ
ぶ
く
…
詩
歌
を
口
ず
さ
む
。

【
現
代
語
訳
】（
三
月
）
七
日
の
日
は
、
主
人
の
方
で
仏
事
が
あ
っ
て
、
何
に
つ
け
て
も
い
ろ
い
ろ
と
騒
が
し
い
の
で
、
こ
の
日
は
、
花
園

山
の
花
を
な
が
め
て
詩
歌
を
口
ず
さ
み
、
こ
の
近
辺
の
寺
院
の
花
を
見
て
終
日
楽
し
み
暮
ら
し
た
。

十
日

　
　
　

巣
李
、
吉
田
の
人
々
を
伴
ひ
来
た
る

　
　
　

途
中
の
吟

【
語
釈
】
●
巣
李
…
「
田
町　

松
岡
幸
吉
」（『
諸
国
人
名
録
』
B
本
）。
田
町
は
現
在
の
愛
知
県
岡
崎
市
田
町
で
あ
ろ
う
。
岡
崎
城
西
方
の

岡
崎
市
中
心
部
に
あ
る
。
●
吉
田
…
現
在
の
豊
橋
市
の
旧
称
。
吉
田
宿
か
ら
岡
崎
宿
へ
は
、
東
海
道
を
通
る
と
、
吉
田
〜
御
油
〜
赤
坂
〜
藤

川
〜
岡
崎
と
進
む
こ
と
に
な
る
。

【
現
代
語
訳
】（
三
月
）
十
日　

巣
李
が
、
吉
田
の
人
々
を
伴
っ
て
来
る
。
そ
の
途
中
で
の
句
。

　
　
　
　

青
木
川
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は
る
の
鴈
立
て
ば
帰
る
と
思
ひ
け
り 

三
岳

【
季
・
季
語
】
春
（
春
の
鴈
）

【
作
者
】
三
岳
…
「
吉
田
下
り
町　

鈴
木
与
兵
衛
」（『
諸
国
人
名
録
』
B
本
）。
寛
政
四
年

1792
〜
安
政
元
年

1854
。
通
称
鈴
木
屋
与
兵
衛
。
椎

廼
屋
と
号
し
た
。
卓
池
の
門
人
で
吉
田(

豊
橋)

の
人
。
渡
辺
華
山
に
俳
画
を
学
ん
で
い
る
。『
青
々
処
句
集
』
に
は
、
三
岳
亭
で
の
句
が

見
え
る
。

【
語
釈
】
●
青
木
川
…
岡
崎
市
北
部
を
東
西
に
横
切
り
、矢
作
川
に
流
れ
込
む
川
。
元
々
は
伊
賀
川
を
通
り
、矢
作
川
に
流
れ
込
む
川
で
あ
っ

た
が
、
正
保
年
間
か
ら
元
禄
年
間
に
か
け
て
直
接
矢
作
川
に
流
れ
こ
む
よ
う
に
付
け
替
え
ら
れ
た
。
●
春
の
鴈
…
春
に
北
へ
と
飛
び
立
っ
て

い
く
雁
。「
春
の
鴈
立
さ
は
ぎ
て
は
日
を
お
く
る
」（
青
羅
発
句
集
・
春
雁
・
105
）。

【
現
代
語
訳
】
青
木
川
に
て

春
に
青
木
川
に
い
る
雁
を
見
る
と
、
飛
び
立
て
ば
、
あ
あ
北
へ
帰
る
の
だ
と
す
ぐ
に
思
う
こ
と
だ
な
あ
。

　
　
　
　

真
福
寺

人
に
つ
い
て
鴉
も
来
し
や
花
の
奥 
石
菜

【
季
・
季
語
】
春
（
花
）

【
作
者
】
石
菜
…
鈴
木
友
吉
。
御
油
の
俳
人
。「
御
油　

巴
や
長
右
エ
門
」（『
諸
国
人
名
録
』
B
本
）。

【
語
釈
】
●
真
福
寺
…
霊
鷲
山
降
劔
院
真
福
寺
。
現
在
も
岡
崎
市
真
福
寺
町
薬
師
山
六
に
あ
る
天
台
宗
寺
院
。
本
尊
は
薬
師
如
来
。
聖
徳
太

子
の
建
立
を
う
た
う
古
寺
で
あ
る
。
花
園
山
は
真
福
寺
の
北
東
に
位
置
す
る
。
南
方
か
ら
青
木
川
を
越
え
、
真
福
寺
を
過
ぎ
て
花
園
山
に
至

る
こ
と
に
な
る
。
●
鴉
…
カ
ラ
ス
。「
里
の
子
や
鴉
も
混
じ
る
花
御
堂
」（
一
茶
発
句
集
・

1537
）。

【
現
代
語
訳
】
真
福
寺
に
て
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私
た
ち
は
こ
の
真
福
寺
の
北
に
あ
る
、
師
の
お
ら
れ
る
花
園
山
へ
と
は
る
ば
る
や
っ
て
き
た
の
だ
が
、
人
の
後
に
つ
い
て
鴉
も
ま
た
や
っ
て

き
た
の
だ
ろ
う
か
、
こ
の
花
の
咲
く
寺
の
奥
に
（
鴉
が
ま
る
で
一
緒
に
来
て
い
る
か
の
よ
う
に
姿
を
見
せ
て
い
る
こ
と
よ
）。

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

【
引
用
・
参
考
文
献
】

和
歌
・
俳
諧
の
引
用
は
新
編
国
歌
大
観
、
新
編
私
家
集
大
成
、
古
典
俳
文
学
大
系
のC

D
-R

O
M

に
よ
る
。

岩
波
文
庫
『
連
歌
論
集
下
』（

1956
・
岩
波
書
店
）

新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
芭
蕉
七
部
集
』（

1990
・
岩
波
書
店
）

大
磯
義
雄
『
青
々
卓
池
と
三
河
俳
壇
』（
名
著
出
版
・

1989
）

岸
野
俊
彦
「
近
世
名
古
屋
書
肆
の
営
業
展
開
」（「
名
古
屋
芸
術
大
学
研
究
紀
要
」
33
巻
・

2012
）。

深
津
三
郎
編
『
板
倉
塞
馬
全
集
』（
平
成
一
五
・
犬
塚
謄
写
堂
）

　

同　
　
　
『
続
板
倉
塞
馬
全
集
』（
平
成
二
四
・
犬
塚
謄
写
堂
）

谷
澤
靖
・
永
田
友
市
『
西
三
河
の
俳
人　

中
島
秋
挙
』（
昭
和
五
七
・
西
村
書
房
）

『
愛
知
県
史　

資
料
編
20　

近
世
6
学
芸
』（
平
成
二
四
）

大
磯
義
雄
『
俳
人
鶴
田
卓
池
』(

昭
和
六
一
・
本
阿
弥
書
店)

〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞〞

平
成
二
十
九
年
度
『
弥
生
日
記
』
実
地
踏
査 

伊
藤
伸
江

【
踏
査
日
時
】

平
成
二
十
九
年
九
月
十
八
日
（
月
）　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
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【
踏
査
内
容
】

テ
ー
マ
・
旅
す
る
俳
人
た
ち

県
大
所
蔵
古
俳
書
『
弥
生
日
記
』
ゆ
か
り
の
俳
人
の
資
料
を
拝
見
し
、
彼
ら
の
歩
い
た
道
を
実
際
に
め
ぐ
り
、
ま
た
図
書
館
で
の
展
示
、
研

究
会
用
に
資
料
写
真
を
撮
影
す
る
。

具
体
的
に
は
、
現
在
も
残
る
三
河
の
東
海
道
・
姫
街
道
に
関
し
、
駿
河
国
か
ら
三
河
国
へ
と
向
か
う
道
の
一
部
を
実
地
に
歩
き
、
歌
枕
を
め

で
た
芭
蕉
ら
俳
人
の
旅
を
体
感
す
る
。
ま
た
、『
弥
生
日
記
』
作
者
に
挨
拶
す
べ
く
花
園
山
に
参
じ
た
東
三
河
の
弟
子
た
ち
の
地
理
上
の
歩

み
を
理
解
す
る
。
岡
崎
市
立
中
央
図
書
館
に
て
、
鶴
田
卓
池
文
庫
の
古
典
籍
（
卓
池
作
紀
行
文
な
ど
）
を
拝
見
す
る
。

【
目
的
地
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

①
名
鉄
東
岡
崎
駅
集
合
↓
名
電
赤
坂
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

←

②
赤
坂
駅
↓
大
橋
屋
（
旅
籠
）、
浄
泉
寺
（
広
重
絵
の
ソ
テ
ツ
移
植
）、
関
川
神
社
（
大
楠
、
芭
蕉
塚
「
夏
の
月
御
油
か
ら
い
で
て
赤
坂
や
」）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
時
30
分
〜
10
時
15
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

←

③
宮
路
山
を
右
手
に
眺
め
つ
つ
、
御
油
の
松
並
木
↓
高
札
場
跡
↓
ベ
ル
ツ
妻
花
の
実
家
跡
↓
松
並
木
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
時
15
分
〜
11
時
00
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

←

④
旧
御
油
橋
↓
姫
街
道
追
分
↓
芭
蕉
塚
「
紅
梅
や
見
ぬ
恋
つ
く
る
玉
す
だ
れ
」（
国
府
観
音
）
↓
国
府
駅
↓
東
岡
崎
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
時
00
分
〜
13
時
00
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

←
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⑤
鶴
田
卓
池
本
宅
跡
（
岡
崎
信
用
金
庫
本
店
）
お
よ
び
満
性
寺
（
卓
池
墓
及
び
句
碑
「
か
が
や
き
の
増
す
ば
か
り
な
り
今
日
の
月
」
あ
り
）

を
見
つ
つ
図
書
館
方
面
へ
（
途
中
昼
食
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

←

⑥
岡
崎
市
立
中
央
図
書
館

　
　
　
　
　

鶴
田
卓
池
文
庫
を
図
書
館
司
書
都
築
さ
ん
の
立
会
い
の
も
と
閲
覧
、
資
料
拝
見

　
　
　
　
　

稀
書
の
会
の
図
書
館
展
示
に
お
借
り
す
る
資
料
に
つ
い
て
ご
相
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
14
時
30
分
〜
15
時
40
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

←

⑦
真
福
寺
（
岡
崎
市
真
福
寺
町
薬
師
山
6
）

　
　
　
　
　

境
内
散
策
の
後
、
解
散

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
16
時
20
分
〜
17
時
00
分
）

【
参
加
者
】

教
員　

伊
藤
伸
江

院
卒
生
・
学
生

山
本
智
穂
、
狩
野
一
三
、
加
藤
希
、
香
村
彩
、
坂
侑
香
理
、
権
田
か
え
で
、
杉
沢
花
綾
、
脇
田
透
子
、
田
中
裕
衣




